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1ロ シア時代の会計人
会計人が果す役割は,社 会主義 では資本 主義 で よ りもます ます重 要 とな る。
ソ ビエ ト会計人は,1917年10月社会主義革命後,社 会主義建設に不可欠な全
人 民的会計を組織す る とい う新 しい課題 を負い,そ の解 決のために活躍 してい
った。 だが,革 命後において もソ ビエ ト会 計人は,革 命前 の ロシアにおけ る会
計 人の歴史を継承 しなが ら活躍 していかねぽな らなか った。 そこで まず,ロ シ
ア会計人の歴史をみてみ よう。
ロシアにおけ る会計人の歴史 は17世紀に さか のぼ る。 ロシア経済 の後 進 性
を取除 き,イ ギ リス,オ ランダ,ド イツ等 の外 国の大商人に よって支配 され て
い た ロシア市場を ツァー権力が代 って掌握 してい こ うとした ピ ョー トル1世
(1682～1725年)の時代に,会 計 と報告制 が ロシアで最初に重視 され て きた。 こ
のため,国 家の収入 と支出を計算 し,国 家施設 を監視す るこ とを専門の仕事 と
す る官省が1699年に設置 され(1},この時,官 庁職員 としての会計人 が まず 生
まれ た。
1716年3月には,商 人帳簿 と記帳を定め て ロシアで最初の会計法規 となった
軍 令が公布 され るにいた って(2),会計人 の役割は高 まった。 そ こで,1721年11
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月10日 の ピョー トルの命令で,官 庁職員に数学 と事務 を教育す るため の学級
が設立 され(3},さらに,1722年4月5日には,「海軍工廠 ・造船所職員規程」な
る勅令 で,こ れ また ロシアで最初の 「簿記係」(ByxraATep)の採用 とその職務
が規定 された(4㌧1723年11月1日付 の ピ ョー トル決定 では,フ ランス との貿
易のた めに,と くに フ ランス語 の上手 な簿記係の採用が推薦 された(5)。
この ようにして,17世紀末 から18世紀初頭 までの ロシアでは,官 庁会計の
生成 とともに官庁職員 としての会計人 が出現 したのであ る。
1722年4月5日付の勅令を契機 として,こ れ まで ロシアにおいて知 られてい
なか った貸借対照表 の作成が実務に取入れ られ るよ うに な り,西 欧形式 の会計
と報告制 が徐 々に整備 されてい った。 とりわけ,貸 借対照表の作成をすべ ての
商人に義務づけた1740年12月15日付の 「破産者に関す る法令」(6}は,その後,
1763年.1768年お よび1800年にそれぞれ改正 されなが ら も存続 し(7},商業会
計の整 備に影 響を与 えてい った。 とい って も,18世紀の ロシアでは,会 計の普
及 の程 度は非常に低 か ったし,商 業帳簿の確 立 もいまだ緩慢であ った。
だが,貸 借対照表 の作成 をすべ ての商人に義務づけた ことは,会 計人 の職業
範囲を拡大 させ る と同時に,会 計人 の養成 も必要 となって きた。 ここに,1772
年には,モ ス クワの大事業家 デ ミドフの資金に よって,6歳 時入学 の15年の
教育課程で イタ'リア式複式簿記 と商業一般を教 育す る最初 の商業学校が開校 し
た(8)。この学校は その後28年 間存続 した 。この間に239人が入学 したが,教 科
を完全 に修 了した者 は僅 か46人であ った といわれ るが,卒 業生は首都ペ テル
ブル グで会計人 として活躍 した{9}。また,1804年にはアル ノル ド私立商業学校
が モスクワに設 置 され⑩,19世紀初頭には多 くの地方の学校では商業学 と簿記
の教科が,若 干の中学 校では商 品学 と簿記の実習課程が,そ れぞれ開設 されて
きたao。しか し,18世 紀 と19世紀 の初期に会 計教育が開始 された とはい え,
多くの会計人を養成するまでにはもちろんいたらなかった。
1861年の農奴制の廃止後,ロ シアの資本主義の発展は大きく前進 した。 そ
れは丁度.1840年代の綿業での輸入機械の採用からはじまったロシアにおけ
る産業革命が農奴解放後の60～70年代において本格的に展開され,多 くの工
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業 部門で近代技術が最終的に確立 した90年代 と一致す る。 こ うした背景 と60
年 代か らの税務に関す る各種 の法規が公布 され るに したが って⑫,会 計は大工
業 や銀行へ も広 く導入 され てい くことに なった。 このため,会 計人 の職業範囲
は一段 と拡大 し,会 計人の需要 も高 まった。 そ こで,当 時の著名な会計人たち
は私設学級を開設 した。1874年には ¢.B,エゼル ス クの簿記講習所が モスクワ
とペテルブル グに,1875年にはA.M.ボ ル フの簿 記教室がペ テル ブル グに,
1890年には 皿0イ バ アシィン ツェフの商業学級 がペテルブル グに,1897年に
はMBパ ベ ディン クスの学級がペテルブル グに,そ れぞれ設置 された。且 且
シ ヴェルス,Ava.ヤン ソン も学級を開設 した⑬。 私設学級の外 に,商業専門学校
が,1861年にはオ デヅサに,1880年にはペ テル ブル グに,1885年にはモス ク
ワに,1893年にはハ リコフに,そ れぞれ 開設 さ2ta4,さらに,1896年4月15日
付 の商業教育基本 法が制定 され るにいた った個。 この法に もとついて,商 業単
科大学が,1906年にはモス クワに,1907年にはキエ フに,1915年にはペテル
ブル グに,1911年には ハ リコフに,そ れぞれ設 置 された。'また,1902年から
は,ペ テル ブル グ大学 では商業簿記 の公開講義が,ペ テル ブル グ鉱 山大学 では
工業会計の公開講 義が,そ れぞれ開始された餉。
会計教育を うけた会 計人は,当 時,会 計が組織 され ていなかった 中小企業や
家内工業を除いて,会 計が整備 され ていたペ テル ブル グ,モ ス クワ,オ デ ヅサ
の大企業,ウ ラルの工場等で会計業務に携わ ったan。
ところで,資 本主義の もとにおいては,好 む と好 まざ るとに かかわ らず,大
企業の ご く限 られた会計担 当者は,資 本家 の代理人 として精神労働 を主 とす る
会計業 務につ き,そ の執行を とお して肉体労働に従事 してい る多数 の労働者 と
対聴 しつつ,肉 体労働者から得 られ る剰余価値を計算 ・統制す ることに よって
大企業の資本蓄積に奉仕す る。 この ことは ロシア会計人に とって も例外ではな
かった。 また,1788年に出版 された 「ロシ ア商人 とくに青年 男子 の ロシア商
人に必要 な指導書」には,商 人は財産 目録 を作成 しなければな らないが,財 産
目録を機 密にしてお くべ きだ と明記 していたほ ど⑬,ロ シア会計 も商業秘 密を
基礎に した資本主義会計であったので,ロ シア会計人は大企業の利 潤隠蔽を 目
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的 とした商業秘 密を大前提に した会計業務に携わ っていた。 しか し,「革命前
の ロシアにおいては,大 半の会計担 当者は無権利 の状態にあ り,被 搾取者であ
った」agことは,忘 れ てはな らない。
ロシア会計人は,19世 紀末か ら革命直前 まで三つ の定期刊行物 を もっ て い
た。rつ は,1888年か ら2週 間に1回500部発行 され1904年 に財政難のた
め廃 刊 となった,A.Mボ ルフ編集に よる 「簿記」(CqeTOBOACTBO)誌であ る。
この雑誌は19世紀後半に ロシアで広 く普及をみた交換勘定理論の発 表 の場 と
なった会計専門誌 である田。 も う一つは,会計学級 を も開いた 且昆 シ ヴェルス
編集に よる 「商業教育」(KoMMepqecKoeo6pa30BaHue)誌であ り,こ の雑 は19
08年か ら1916年まで発 行 され,会 計教育の発展に貢献 したω。 さらに も う一
つは,ee-一次世界大戦前にハル コフで発行 された 「簿記 と経済」(CyeTOBOACTBO
ロXO3scthcfBO)誌であ るが,そ の発行は きわ めて短期間で終 ったen。
'
こ うして,ロ シア資本主義が発展 した19世紀後半か ら1917年の革命直前 ま
での間,初 めは著名 な会計人の私設学級 でのちには商業専門学校や 大学でそれ
ぞれ教育を うけた ロシア会計人は,そ の多 くはなん らの権利を もつ ことな く,
お もに大 都市の大企業 で商業 秘密 を前提 にした会計業務 に携わ っていたのであ
る。 また,会 計学者や会計研究者は ロシア会計人のために定期刊行 物を発刊 し
て会計の発展に貢献 していた。
とい って も,「統一 」会計制度があ り,コンピュー タが採用 され,会 計教育は
広 く普及 して多 くの勤労者 もすでに会計知識を もってい る現在の高度に発達 し
た資本主義諸国 と比較すれば,革 命前の ロシアにおいては,会 計の普及は限定
され ていた し,「公共会計士は ロシアにはなかった」㈱とは いえない まで も,会
計人の数は少 なか った。 しか も,1913年の時点でPシ アの文盲率は人 口の79%
ないし73%といわれ るほ どmo,読み書 きので きない大多数 の人民は会計 と報告
制か ら完全 に疎外 され ていた。多 くの勤労者は,資 本家 の代理人 としての少数
の会計入 の計算 と統制の対 象 とな る新 しい価値を創出していたにす ぎなか った。
このため,第 一次世界大戦に よる矛盾の激化のなかで ロシア革命は成功 した
が,資 本主義の胎内で発達 し社会主義経済への移行の強力なテ コとなるはず の
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「社会的な規模での生産手段の一般的な簿記や配分の形態」㈱としての会計制度
の未発達と,会計人の数の少なさといった後進的な状態は,厳しい国際環境の
もとでの一国社会主義建設の苦難 くわえてスターリン主義の悪弊とともに,
社会主義建設に必要な新しいソビエ ト会計制度の形成と多数のソビエ ト会計人
の養成にとって,きわめて困難な問題を革命後にもちこしていった㈱。
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⑭ レーニンはつ ぎのようにいっている。「人民大衆が教育,光 明,知 識 とい う点で,こ れほど略
奪を うけている野蛮国一 こうい う国は,ヨ ーロッパでは ロシア以外にひ とつ ものこっていない。」
「ロシアでは読み書 きのできるものが全部で人 口の21%しか ないこと,ま た,学 齢前の児童すな
わち9歳 未満の児童を除外すれば(人 口から)27%になることを計算している。」(文部省の政策
の問題につ いて,1913年6月,「レーニソ全集」大月書店版,19巻,134頁)。
㈲ マルクス,資 本論,第3部 第36章,「マルクス ・エンゲルス全集」大月書店版,25b,782頁。
¢㊦ ロシア会計の歴史に?い ては,拙 稿,革 命前のロシア会計一 ソビエ ト会計前史一 「日ソ経済
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調査資料」(日ソ協会発行),503号と,拙 稿.ロ シア会計からソビエ ト会計へ,「明大商学論叢」,
60巻4号を参照。
皿 ソビエ ト権力初期の会計人
1917年のロシア革命は政治 ・経済のあらゆる側面に変革をもたらしたが,
会計人にも夫きな影響を与えた。
1q月革命の勝利後ただちに,レ ーニンは,社 会主義とは会計であるとまで
いいきって社会主義建設にとっての会計の役割を強調するとともにω,勤労者
が企業の主人公となるための,そ して後進国ロシアにとっては勤労者が会計を
学ぶ機会ともなる 「労働者統制令」を1917年11月に公布し,そのなかで商業
秘密の完全な廃止を明記して真にガラス張りの新しい全人民的な会計を組織す
ることを訴えた(2}。
レーニンによって示された課題は最高国民経済会議に課せられた。最高国民
経済会議は企業や組織の報告書の作成と公表のための諸規程の制定にむけての
作業を開始した。ここに,この作業の担当者がソビエ ト会計人として活躍し,
最高国民経済会議の諸機関で上からの新しい会計と報告制の編成をすすめてい
った③。
他方,自営の会計実務家の職業範囲は,銀行,商業,工業の国有化やペテル
ブルグ証券取引所の解散によって,革命前より狭まったω。 くわえて,戦時共
産主義期にあらわれた貨幣計算を否定しようとする誤った見解も会計人の需要
を低下させた旧。 .,
しかし,1921年からの 「新経済政策(ネップ)」の採用による国家的所有の工
業と私的所有の農業とに立脚したいわゆる混合経済への移行 と,1922年から
24年にかけての通貨改革によるインフレーションの終息は,市 場取引を回復
し,同時に会計への関心を高めて,再び会計人の役割も重視されてきた。
1922年5月には,財 務人民委員部の会計代表者会議が最高国民経済会議に
よって開催されて国営企業の報告書を審議するほど⑥,上からの会計の整備は
徐々に進展していった。しかし,この過程において,個々の国営企業では大き
な困難が生まれていた。それはブルジョア専門家と呼ばれた会計専門家が新し
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い体制 のための仕事を拒否 した ことで ある(7)。このため,一 つ の妥協 としてブ
ルジ ョア専門家のサー ビスに高給を支払わねばな らな くな ったが,重 要な こと
は,勤 労者のなかか ら多 くの ソビエ ト会 計人を輩 出 させて,ブ ルジ ョア専門家
をいや応な くおのずか ら引寄せ るよ うな下 からの全人民的な会計を組織す るこ
とであ った。 ここに,会 計を勤労者に習熟 させてい く場 ともな った労働者統制
の実施は大 きな意義を もっていた。
レーニンはつ ぎの よ うに いってい る。 「知識,技 術,経 験 の,い ろいろな部
門の専 門家に よる指導がな くては,社 会主義に うつ ることはで きない。 なぜな
ら,社 会 主義は,資 本主義 が達成 した ものを基礎に,資 本主義 よ りい っそ う高
い労働生産性をめざす 自覚ある大衆的前進を,要 求す るか らであ る。社会主義
は,自 分 な りに,自 分 のや り方で一 もっと具体的に言えば,ソ ビエ ト的なや
り方で一 この箭進 を実現 しなければ ならない。 ところが専門家は,彼 らを専
門家に仕たてたその社会生活のい っさい の事情のため,た いてい ブルジ ョア的
であ る。 もしわが プロレタ リアー トが,権 力を獲得 したのち,全 人民的な規模
での会計 と統制 ど組織 の任務を,急 速に解決 していた ならぽ一(こ の ことは
戦争 とロシアの後進性 とのために実現できなかったが)一,そ の ときはわれ
われは,サ ボタージ ュを粉砕 し,全 般的 な会計 と統制 とに よってブル ジ ョア専
門家を も完全に服従 させ ていたであろ う。 しか し一般に会計 と統制 とがいち じ
るし く 『たちお くれ た』ために,わ れわれは,サ ボ タージ ェには首尾 よくうち
かつ ことができた とはいえ,ブ ル ジ ョア専 門家をわれわれ が 自由にあつ かい う
る ような事態を,ま だつ くりだ してい なか った。 ……しかし,国 家がす ぐれた
組織者や大専門家を利用す る ことがで きるのは,古 いや り方,つ ま り,ブ ルジ
ョア的 なや り方(す なわち高給を支払 うこと)に よるか,あ るいは新 しいや り方,
つ ま り,プ ロレタ リア的なや り方(す なわち,専 門家をいや応な くおのずから服従
させ,引 き寄せるような,下からの全人良的な会計と統制とい う事態をつ くりだす こと)
に よるのである 。」{8}
ブル ジ ョア会計専門家たちは,新 しい体制 のため の職務を好 まなか ったばか
りでな く,多 くの会計人を参加 させず排 他的 な革命前 の原則で 自分たちの職業
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を守 るだけの社会組織を結成 した慨 この組織 は中途半端 な組織に終 り,結 局
は,ソ ビエ ト会計 の形成にはなんの役 に も立たなか った。 だが他方では,党 と
管理 の学校 としての労働組合の指導 の もとで,ソ ビエ ト会 計人を幅広 く統一 し
た社会組 織を結成す ることも必 要 となってきた。
1922年4月には,最 高国民経済会議は管轄 下の企業 のために 「会計 と報告
書に関す る規程」を認めたae。また同じ年に,国 営企業 の会計を監視す る任務
を もった労農監督部 もaD,大規模 な トラス トの会計 の実態 調査 をお こな ったω。
、 この実態調査には多 くの人 々が参加 したので,後 日そのなかか ら会計人が育 っ
てい った。 さらに,1923年4月10日付の人民委員会議 と全露中央執行委員会
の 「商業 採算制に もとついて活動す る国営工業企業(ト ラス ト)につい て」 の
法令では㈱,貸 借対 照表 と会計報告書を作成 し会計を組織す ることの責任を企
業 の会計責任者に与 えた。そ して,会 計責任者 の任免は最 高国民経済会議幹部
会でな され ることにな った。1924年の簿記係全 ソ連 邦大会 で は,会 計責任者
の権限を 明確にす る規程 の制定に注 目してい ったa4。
こうした背景 の もとに0》,1924年5月3日に,ソ 連 で最初 の 「会計担当者連
合」(06seABHeHMepa60THMKoBygeTa,略してOPy)が結成 された㈹。 そ こでつ ぎ
に,こ のopyの 活躍を少 し立 ち入 って考察 してみ よ う。
(1)レー ニ ンはつぎのよ うにいっている。「・一つの製品 も,一 フン ト 〔0.41キログラム〕の穀物も,
会計からもれてはならない。なぜな ら,社 会主義は,な によりもまず会計だからである。社会主
義は,上 からの命令によってつ くりだ されるものではない。社会主義の精神は,お 役所的=官 僚
主義的な機械的行為 とは縁 もゆか りもない;い きいきとした,創 造的な社会主義は,人 民大衆 自
身の創造物である。」(全ロシア申央執行委員会の会議,1917年11月,「レー=ン 全集」大月書店
版,26巻,293-・294頁)。
⑫ 労働者統制令は,「例外な くすべての書類および記録,な らびにすべ ての倉庫お よび資材,用
具,生 産物の在庫は,な んの例外もな く公開されなければならない」 ことを訴えた。(労 働者統
制令草案,1917年11月,「レーニン全集」大月書店版,26巻,278頁)。
③B.A.Ma3AopoB,KcTopuapa3BHT朋6yxraaTepcKoroygeTaBCCCP(1917-1972rr.),
]L972,'c.57-60.
{4)(5)D.T.Bailey,TheaccountingprofessioninRussia,<<Accountancy》,March,1977,
P・70・
{6}B.A.Ma3AOPOB,TaM)Ke,c.72.
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{7)B.A.Ma3nopoB,ripeTBopeHHeB}Ku3HbneHHHeKnxH丑e曲oeoUfianHcTHgecKoMygeTe,
《6yxranTepcKH藪yqeT>>,1973,No.4,c.10,
とりわけ,食 糧,金 融,銀 行のような主要な部署では,事 態は悪か った。この点について,レ
ーニンの夫人 クルプスカヤは,「 これ らの部署の擁護に,ブ ル ジョアジーはその主力をさしむけ
た。そこでは,一 方で とくに悪質なサボタージ ュが組織 されていたし,他 方では,わ れわれのも
っている経験,仕 事の実際的な知識が,最 も少なか った。敵 どもは,わ れわれがr仕 事を処理で
きないだろ う'』と予想 し,そ れによって負けを取 り返そ うと期待した」,といわれ,こ の事態に
たいするレーニンの活躍を きわめて リアルに回想している。(クルプスカヤ,レ]ニ ンの思い出,
松本滋,藤 川覚共訳,大 月書店版,371頁)。
(8)ソビエ ト権力の当面の任務,1918年3-4月,「v一ニン全集」大月書店版,27巻,250-251頁。
(9}CXH3pavaneBH9,KMcTopM■AefiTe諏bHocT盟cqeTHo負06mecTBeHHocTuBenopycc"H・
《5yxranTepcKHAy亀爬T》,1975,No・6・C・35・
⑩B.A.Ma3AopoB,TaMme,c.70.
(1!)労農監督部の任務について,レ ーニンはつぎの ようにいっている。 「報告制度のあり方は,各
種の官庁や機関のすぺてで基本的な事が らである。労農監督部は,そ れが どういうふ うにや られ
ているかを知らなければならないし,研 究 しなければならない。報告が どうい うふ うにやられて
いるか,それは正しくやられているか,そのや り方にどういう欠陥があるか,その欠陥をどうし
てただすか,等 等を,ご く短期間に点検する(だ れかひと りの人間を半時間か一時間その役所に
派遣することによって)こ とができなければならない6」(労農監督部の任務 とこの任務を理解し,
遂行す る問題に よせて,1921年9月,fレー ニン全集」大月書店版,33巻,27-28頁)。
⑫B.A。Ma3AOPOB,TaM)Ke,c・67・
⑬B.A.Ma3aopoB,TaM)Ke,c.72. 　
⑭B.A.Ma3丑opoB,TaM)Ke,《5yxranTepcKHtiygeT》,1973,No・4,c・15・
個 ソ ビエ ト権 力 初 期 の 会 計 の 歴 史 に つ い て は,拙 稿,ソ ビエ ト会 計 発 達 史 一1917～1920年一t
「日 ソ 経 済 調 査 資 料 」(日 ソ協 会 発 行),532号 と,拙 稿,ロ シ ア 会 計 か ら ソ ビエ ト会 計 へ,「 明 大
商 学 論 叢 」,60巻4号 を 参 照 。
㈹Cx.M3paHneBHg,TaM)Ke,<<ByxraaTepcKHfiyqeT》,i975,No。6,c.36.
皿opyの 活躍
opyはソビエ ト機関と商業機関勤労者労組のモスクワ支部メンバーによっ
てモスクワでまず結成された叫 この結成によってすべての階層からなる多数
の会計人を社会的規模で統合することができるようになった。だが,結成直後
は会員の政治的信念を重視して,5年 の会計経歴をもつ会計人のみが加入を許
された。
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opyの主 目的は各種の会計法規を推薦す ることであ っ た が,そ の 日常活動
はつ ぎの三つであ った(2)。一つは,opy支 部 とグルー プの設置 と指導,現 場 で
の会議の開催,各 種組織 との連絡,opy活 動のPR等 の組織活動であ り,二
つは,opy会 員に よる会計実 務の調査,助 言,援 助等の コンサル タン ト活動
であ り,三 つは,会 計教科 や会計教育の指導要綱作成のための研究会議,会 計
の科学的調査 と研究,「科学 的労働組織」(HOT)への会計の適用,opy会 員 の
理論研究 のための講義 と指導等 の科学研究活動であった。
党 と労働組合か らの積極 的な援助 の もとで,各 地区の企業,組 織 施設 に
opyのグルー プが作 られ てい き,こ れ らの グルー プにopyの すべ ての 地 区会
員が参加 していった(3)。各 グルー プには,会 計の研究改善委員会 と会計担 当者
の資格 向上委員会 とい う二 つの委員会を もったω。
こうして,opyに は,1)商 業 ・協同組合部門,2)予 算 ・財務部門,3)生
産 部門,4)運 輸部門,5)統 計部門,6)銀 行部 門 とい う六つの部門組織が で
きるまでにな り,そ れ ぞれ の部門の会 計担当者を統合 していった倒。
この時点で,opy結 成前 の ソビエ ト権力初期 にす でに存在 してい た 会 計人
の社会組織 も解散 し,そ の メソバーはopyに 合流 してい った。1924年9月に
は 「簿記係 モス ク ワ科学協会」は解散 し,1925年初めにはrrプ ラウダ』 紙赤
色管理者 ク ラブの赤 色簿記係支部」が,1925年2月には 「全 ソ連 邦技師 団体
の経済活動計算局」 が,そ れぞれopyに 合体 した(6)。
「全 ソ連邦技師団体の経 済活動計算局」は,革 命前 に発行 されていた雑誌 と同
じ名称 の 「簿記」(CueTOBonCTBO)誌をH.A.キパ リソフ編集で発行 していたが,
opyへの合体 とともに この定期 刊行物をopyに 移管 した(7)。
また,opyは,「会 計 とHOTを とお して共産主義へ」 をモ ッ トー に会 計 の
理論 と実務 の論文を記載 した 「経理知識」(CgeTHa■MHcnb)誌を,定 期 刊行物
として1925年1月か ら会 員 とその他 の会計担当者のために発行 した{8)。
1925年2月28日か ら3月1日 にかけ て,oPy第 一回 モス クワ会議が開催 さ
れ{9),会議はopyビ ュー ローの新役 員を選出 し,「経理知識」誌 と 「簿記」誌
の編集出版部の設置を決定 した。
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0py第二回 モスクワ会議 が1925年10月に開催 されたa⑪。 会議では,会 計問
題 の調査 ・研究 と会計経験 の総括が必要であ ることが 強調 され る とともに,会
員資格 を高め るためにopy全 会員の新会 員証交付に よる会員証の書改 えを19
26年1月1日 か ら2月15目 までにお こな うことを決定 した。
同時 に,opyは,会 員 自身 の資格向上 に注意を払 う外に,多 くの会計担 当
老 の技個を高あ るために高等のゼ ミナールを開設 して,会 計幹部 の教育の面 で
も企業に協力 していった。
モス クワの例にな らって,多 くの都市に もopyは 結成 され てい った。 モス
クワ会計担当老連合結成二周年 を記念 して1926年5月(15～17日)に開催 され
たopy第 三 回モス ク ワ会議にはω,ロ シア共和国のopy代 表 者の外に,ウ ク
ライナ,ト ルキス タソ,キ ルギスか らの代表者 も参加 した。 この会議はopy
全 ソ連邦評 議会 の召集を決議 した。
opyは1926年6月か ら7月 にかけて アムステルダムの国際会計会議に ソ ビ
エ ト代表 団を派遣 した⑫。
1927年2月(15～18日)に,モスクワoPy第 一 回全 ソ連邦評議会が開催 され
た⑬。評議会 では,ア ムステルダムの国際会計会議 の帰朝報告 と,モ ス クワ,
レニソグラー ド,ハ リコフ,オ デ ッサ,キ エ フ,ロ ス トフ等 のopyの 活動報
告が なされたQ
全 ソ連邦評議会は1927年6月から7人 のス タッフか らなる臨時のopy中 央
ビュ 一ーロ 一ーを発足 させ,こ の ビュー-P-一は,opyモ ス クワピュ 一ーロー と共同
で,「経理知識」誌 を同年7月 か ら編集発行 してい くことにな った。
opy中央 ビュー ローは,opyの 新定款を作成す る とともに,会 計責任 者の
権利 と義務に関す る規程の草案作成に参加す ることを決定 し,こ の ことにつ い
てopy会 員から意見を求めるためにアソ ケー トを とることに した。
1927年12月(21～23日)には,oPy第 二 回全 ソ連邦評議会 が開催 されたae。
評議会は,opyの 組織 と財政上 の諸問題 を討議 して解決す るとともに,以 前
は5年 であったが3年 の会計経歴を もつ会計人 であればopy会 員にな れ る こ
とを決定 した。
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1928年6月(5～6日)にはopy中 央 ビ ュ 一ーロ 一ーの総会が開かれ て,会 計の
機械化 の諸問題が討議 され た㈲。
当時 ソ連 では,社 会主義競争が全 国家的規模で展開 されていたが,1929年に
opy中央 ピュ'-n・一も,す べ ての会計担当者に会計を とお して この競 争 に 参
加す ることを呼 びかけた。
opyは,1929年末には,各 共和 国,各 州,各 地方等に またが る6万 人以上
の会 員を統合 した大規模な社会組織 とな った⑯。
1930年2月(1～6日)には,opy第 一回全 ソ連邦会議が開催 されたaz。会議
では,当 時の社会主義 建設 の状況を反映 して,国 民経済発 展五 力年計画におけ
る会計担 当者 と会計幹部 の役割,会 計担 当者間 の社会主義 競争 の課題,コ ルホ
ーズ どソフホー ズの会計 と報告書の実状 といった報告が なされた。 また,会 議
は;当 時の ソビエ ト会計 の重 要な課題 となって きた統一国民経済計 算制度 の創
出のために経営 計算,統 計計算,簿 記計算 を統合す ること,会 計幹部 の資格向
上 のための養成 所を各企業 内に設置す ること,既 設 の学校に会計学 科を設け る
こと,・会計の高等専 門学校を新設す ること,会 計教師 を養成す ること,会 計 と
報告制についての新 しい教科書を発行す る こと等に注 目した。 さらに,会 議は,
「経理知識」誌 と 「簿 記」 誌 とを合併 して⑱,新 しい定期刊行物 「社会主義会
計のために」(3acoqMallllcTllgecKfitiyqeT)誌を1930年1月1日か ら発行す る,
とい うopy中 央 ビュー ローの提案を承 認 した。
こ うして,1924年か ら1930年にかけ てopyに 結集 した ソビエ ト会計人は,
資本主義国で開催 された国際会計会議に まで参加 した りして,当 時 の社会主義
会計 の諸課題 の解決 に取組み活発な活動を展開 した。 このopyの 活躍 は ソビ
エ ト会計の発展 と会計担 当者の資格 向上に積極的な役割を果した。
同時に,こ の約7年 間は ソビエ ト会計人の イニシアテ ィブが もっ とも発揮 さ
れた時期であ った ので ある醐。 ・
{1)(2}C.X.H3pavaaeBHq,OAHaM3nepBblxo61UecTBeHHHxopraBH3allllApa60THHKoBygeTa.
《ByxraaTePCKIitiygeT>>,1977,No.5,c.66.
(3)opyの 人 気 は モ ス ク ワの 会 計 人 の 間 に 広 ま り,そ の 会 員 数 は 急 速 に 増 加 し て い っ た 。1924年
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5月3日 の最初の設立総会には250人が参加したが,1925年1月1日 の時点では2600人,1925
年末には6000人以上とな・)た。(C.X.H3paMeB凪TaM)Ke,《6yxraaTepcκMnysceT》,1977,
No.5,C.66).
(4)(5)(6}C.X.M3panneBH9,TaM)Ke,<<ISyxranTepcKHfiygeT>>,1977,No.5,c.66.
⑦ 「簿記」誌は,会 計専門家を対象 とした会計の理論と実践の基本問題についての論文を公表 し,
ソビエ ト会計の研究に貢献 した。発行部数は,1923年には4000部,1924年には6000部,1926
年には8000部,1930年には1万 部であった。「簿記」 誌は1920年代におけ る主要な会計専門誌
であった。(".B.CoKo刀oB,6yxranTepcKa"nepMoAggecKafilleuarb3aroANCoBeTcKottBa・
acTH,<<6yxranTepcKHfiyqeT》,1977,No。12,c・53-54・)・
(8)「経理知識」誌は,「簿記」誌 と異な り,多 数の会計担当者一般を対象とした雑誌で,ソ ビエ ト
会計の組織化に貢献 した。発行部数は,1925年には7500部,1926年には8000部と増加したが,
1927年には5500部と減少 し,そ の後は60eo部となった。なお,「経理知識」 誌の付録 として
「帳簿係 と勘定係必携」(CnyTHuKKoHTopurHKaHcqeToBoAa)誌が,1926年か ら1928年に
かけて(26年は3号 まで以後は月刊)3000-4000部発行されていた。(只.B.CoKo』oB,TaM>Ke,
《ByxraaTepcKH繭ygeT>>,1977,No.12,c.54.).
(g}⑬ODCXM3pauneBHII,TaM)Ke,<<SyxPa"TepcKHttygeT>>,1977,No.5,c.6Z
amB.A.Ma3nopoB,KcTopuapa3BHTHA6yxraATepcKoroygeTaBCCCP(1917-1972rr.),19
72,C.126.この資本主義国訪問は,1924年1月にすでに レー=ン は没していたが,レ ーニンの
教訓によるソビエ ト会計人に よる資本主義会計経験の批判的摂取の始まりであった。レーニンは
つ ぎのようにい っている。 「巨大資本主義は,住 民大衆を搾取するとい う条件のもとでは,少 数
者の有産諸階級が勤労者を奴隷化し,彼 らから労働力 と血 と神経の追加量を搾 りとる最悪の形態
である,そ うい う労働組織の体系をつ くりだしたが,労 働組織のこの体系は,同 時に,生 産の科
学的組織の最新の到達点であ り,社 会主義ソビエ ト共和国が見ならわなければならない ものであ
り,ま た,一 方 では生産にたいするわれわれの会計 と統制を実施するために,さ らに他方では労
働生産性を向上させ るために,ソ ビエ ト共和国が摂取しなければならない もので あ る。」(論文
「ソビエ ト権力の当面の任務」の最初の案文,1918年3月,「レーニン全集」 大月書店版,42巻,
65頁)。また,「ソビエ ト共和国は.こ の分野での科学 と技術の成果の うちの貴重なものはすべて
どうしてもみな らって自分のものとしなけれぽならない。」(ソビエ ト権力の当面の任務,1918年
4月,「レーニン全集」大月書店版,27巻,261頁)。
⑬04㈱CX.M3pallneBHq,TaM)Ke,《Byxra凋TepcK励yueT>>,1977,No.5,c.67.
㈹0⑳C.X.M3paliaeB"g,TaM}Ke,《Byxr飢TepcKぱygeT>>,1977,No.5,c.68.
aθ 合併を機会に,「帳簿係 と勘定係必携」誌も,1929年からは 「簿記必携」(CnYTHMKcgeTOBO・
lkCTBa)誌と改名して,「経理知識」 誌の付録としてでな く独自の雑誌 として新たに発行 され る
ことになった。その後,「簿記必携」誌は,農 業会計のための雑誌 となり,1933年からは 「社会
主義農業における会計」(ygeTBcoquan"cTuqecκoM3eMneAenHn)誌に,1935年からは 「コ
ルホーズにおける会計 と財務1(YgeTMΦuHaHcNBKonxo3ax)誌に,1958年からは 「コルホ
ーズとソフホーズにおける会計 と財務」(y鵯THΦHHaHCUBKoaxo3axuCOBxo3ax)誌に,そ
して1980年か らは 「農業企業における計 画化と会計」(fiaaHHpoBaHHeHygeTBcenbcKoxo3x・
fiCTBe冊HXnpennPH"TUHX)誌に,そ れぞれ改名 し,opyか ら別の機関に引継がれて現在 まで
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発行 されている。1926年の当初から数えると,この雑誌は ソ連で一番長い歴史を もっている定期
刊行物となる。(fl.B.CoKonoB,TaM>Ke,《ByxranTepcKHnygeT>>,1977,No.12,c,54.).
090pyの 定期刊行物以外に,ソ ビエ ト会計人は多 くの雑誌を当時もっていた。 主要な会計雑誌
としては,「簿記通報」(BeCTHIIKcgeTOBonCTBa)誌と,国 定簿記係専門家研究所(MHCTUTyT
rocynapcTBeHHNx6yxranTepoB・sKcnepToB,略してHrB3)が発行 した 「MrB§通報」(BecT・
HBkHrB3)誌とがあった。 前者は1923年か ら1926年にかけて月刊誌 として(26年 は8号 ま
で)発 行 された。編集者であるA.rl.ルダノフスキーは きわめて派閥的に雑誌を運営 したため,
発行部数は1923年の5000部か ら1925年の3000部に減少した。後者は1928年か ら1930年にか
けて月刊誌 として発行された。発行部数は7000部に とどまった。
中央の雑誌の外に,地 方の雑誌が短命に終ったけれ ども多数発行された。例えばつぎの ものが
・ あ った。「簿記係極東協会報誌」(BK)nneTeHbAanbHeBocTogHoroo6zaecTBa6yxraxTepoB)誌
(1922年に ウラヂオス トックで3号 まで発行),「経理事務」(CgeTHoe八eno)誌(スモレソスク
簿記係団体で発行,1923年の1号 で廃刊),「会計と事務の諸問題」(BonpocuyqeTavaAenonp・
OHSBoAcTBa)誌(北コーカサス地方で1925年に6号,1926年に3号 それ ぞれ発行),「会計担当
者会報」(BK)AneTeHbpa60THHKoByqeTa)誌(カザンで1927年に1～3号,1928年に4～8号 そ
れぞれ発行),「会計担当者」(CqeTH顧pa60THHκ)誌(Opy・・ル コフ機関から1927年に7号,
1928年に10号 まで ウクライナ語で発行),「イワン ・ボズネンス ク県opy会 計会報」(CgeTHNA
6ionneTeHbMBaHoBo-Bo3HeceHcKorory6epHcKoroo6EieAuHeHlifipa60THuKoBygeTa)誌
(1929年から1930年まで手書きで発行),「モルダヴィア勘定係」(CgeToBoAMonAaBuM)誌(O
pyモ ルダヴ ィア機関から1929年に2号 まで ウクライナ語で発行),「ソビエ ト会計」(COBeTeKuti
ygeT)誌(opyハルコフ機関から1930年に2号 まで ウクライナ語で発行)。
'さらに,「ソ連邦労農監督局人民委員部の国定管理技術研究所の会計 と報告書の通報」(BeCTH-
HKyyeTaHoTgeTHocTvarocynapcTBeHHoroHBcTuTYTaTexHHKHyfipaBneHHflHKPKレICCCP)
誌(1928年か ら30年まで10号,1931年に最終号を発行),「鉄道における社会主義会計」(Cou-
HarmeTMqecKuthyqeTHa>Kene3rionopo>KHoMTpaHcnopTe)誌(ソ連邦交通人民委員部の会計
中央管理機関から1932年か ら35年まで発行),r国民経済計算」(HapoAHoxo3flthcTBeHHblfiyueT)
誌(ソ 連邦国民経済計算中央管理 局,略 してliYHxycccPの 通報 として1932年に4号 を発
行),も出版されていた。(fi.B.CoKonoB,TaM)Ke,《ByxraxTepcKWhyqeT》,1977,N《).12,
C.55.).以上のよ うな多 くの雑誌を とおして,ソ ビエ ト会計人は 自己の見解を公表 していたので
あ る。このことも当時のソビエ ト会計人のイニシアテ ィブが発揮されていたことをしめす一つの
例であろう。
Nopyか らBoccyへ
1929年4月に開催された第十六回党代表者会議は,経 営計算,統 計計算,
簿記計算を統合した統一国民経済計算制度を,国家計画機構と五力年計画遂行
にとつての強力な用具として採用する方針を決定したω。
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この時か ら1930年代 の初期にかけ て,統 一会計制度 を組織す るにあた って
会計人 の間に見解の相違 があらわれた{2}。一方 で,「生産物原価計算 の資 料 が
企業 の月次貸借対照表の基礎 であ る」{3}とい う1929年12月5日付の党中央委員
会決定を もとに して,歴 史的原価 記録に もとつ く会計制度 の編成を主張す る会
計 人がいた。 他方では,1929年に ニュー ヨー クの国際会計会 議に参加 し フ ォ
ー ド自動車工場等 を見学 して アメ リカの標準原価 に感動 した ソ ビエ ト代表団が
帰 国後標準原価 の ソ連へ の導入を訴え,多 くの工業 に標準原価に もとつ く会計
制 度の編成 を主張 したω。 論議は,会 計 デー タの信愚性をいかに高め るか,ま
た上級管轄機関へ会計報告書をい かに早 く作成 して提 出で きるか,と い う当時
の重要課題をめ ぐってすすめ られた。
丁度 この時期 に,oPyは1931年11月23日付のoPy全 ソ連邦評議会 の決定
に よって 「社会主義会計推進全 ソ連邦協会」(BoecoK}3Hoeo6eqecTBocoAeticTBIIg
coqnanllcTHqecKoMyygeTy,略してBOCC )に改組 され た(5}。BOCCyは,会計担
当者,計 画担当者の外 に,労 働者,会 計に関心を もつ勤労者を含 んだ大衆組織
とな った。その主 目的は,1)会 計を解明 し,2)統 一国民経済計算制度を創出
す る ことであ ったが,さ らに,1)会 計 と計画の専 門家 とともに,広 範な労働
者 とコル ホーズ員を会計活動に引入れ ること,2)職 場や班 の独立採算制 の確
立,社 会主i義競争 の展 開,突 撃作業 班の強化,か くれ た余 力の動員等の当時の
施 策を広範な大衆 に理解 してもら うこと,に あった。
また丁度 この時期 に,1932年4月6日 付 の党機 関紙 「プラウダ」(npaBna)
は,主 張欄 に,「 会計に注 目しない こと,会 計を組織 した り整備 した りす る実
際 の活動を怠 る ことは,… …実践におけ る目和見主義の悪い一例であ る。全人
民 的な会計を組織す ることは全 ソ ビエ ト機 関 と全 ソビエ ト社会 の問題であ る」
とい う論説を発表 した㈲。 また,当 時の ソビエ ト社会 のあらゆ る面で激 し くあ
らわれていたス ター リン主義者 と非 ス ター リン主義者 との闘い も会計分野に も
影響を もた らしていた(7)。計画原価 と実際原価 との比較考査 は 「……事実ペテ
ンであ る」 とい う,い わゆ る主流派 グルー プか らの無署名論文 が,1933年12月
3日付の 「経済生活」(9KOHOMugeCKagXM3Hb)誌に発表 された{8㌧
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こ うした環境 のもとで,結 局当時の ソ連 では,材 料 費については材料 の計画
原価 と実際原価 との差異を算定 し,材 料の超過消費を重視す るとしなが らも,
歴史的原価 記録に もとつ く会計制度が形成 されてい った。 そ してそれは,重 工
業人民委 員部の1934年4月2日付指令で制定 され た生産物原価計算 と生 産 費
会計 の規程に よって確 認され るにいた った⑨。
これに批判的な考 え方を もっていた会計人はその見解を公表 し ようとしたが,
その発表の場であ る定期刊行物 もな くな っていた。 なぜ ならば,「社会主義会
計のために」誌 も⑩,1932年1月か らはBoccy中央 ビュー ロー とモス クワ ピ
ュー ローの機関誌 として発行 され ることにな っていたが,僅 か2年 間 しか発行
されず,1933年には廃刊 となって しまったからであ る。それだけでな く,BOC
cyは,最 後 の会議を1934年3月にモス クワで開催 したの み で,形 だ け の 存
在 とな り,そ の活動 も停滞 してい き,つ いに1936年には解散 したaD。
統 一国民経済計算制 度は,1939年1月の コルホーズ簿記形態 の制定 と同年7
月 の工業 の収支 バ ランスの制定に よって,確 立 した⑬。 それにいた る過程で,
ソ連邦人民委員部は,1932年9月29日に,「社会化 された部門の施設 と経済
組織におけ る会計責任者の権利 と義務について」を決議した⑬。 この会計責任
老規程に よって,会 計責任者は企業長の もとにおかれ るが,会 計の実施方法や
報告書の作成 については上級管轄機関に従 うこと,会 計責任者の任 命,解 任,
更迭は企業 長の意見 を取入れて上級管轄機関の決定に よること,な どが規定 さ
れた。 ここに,多 くの会計人 のなかで,た だ会計責任者のための国家統制者 と
しての権 限のみが明確にな った。
ソ ビエ ト会計人は約4年 間(1933～1936年)会計の 定期刊行物を もた な か っ
た00。しか し,i新しい 月刊誌 として 「会 計」(ByxranTePCKuvaygeT)誌が,こ
れ までの よ うな社会組織か らではな くて政府機関で あ る財務人民委員部(現 在
の財務省)か ら1937年12月か ら発行 され ることに なったas。それ以後は,ソ 連
におけ る会計にたいす るすべての指導 と監督は,ソ 連邦財務 省 と中央統計局 を
中心に して中央集権的にお こなわれ るようにな っていった。
第二次世界大戦 中:多 くの ソビエ ト会計人は軍隊にはい った㈹。 このため,
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会計に未経験な少数の会計担当者が企業で会計業務につき,いわゆる 「ドンブ
リ計算」(KOTnOBoAyueT)め会計 もお こなわれねば な らな くな ったGn。
戦時 中を例外 として も戦前 と戦後 のスター リン主義の政治 と30年代 に 確 立
をみた 中央i集権的国家計画機構 め もとでは,会 計責任者を除 く多 くの会計担 当
者は,上 級管轄機関に よって規 定 された所与 の会計処理 と手続 を個 々の企業 で
お こな うたんな る執行 者 とます ますな ってい った。 さらに,ソ ビエ ト会計人は
世 界におけ る会計の発展 を学ぶ機 会 も うばわれ た。鎖国状態 は確立をみた統一
会計制度 の一層の発展を困難 にし,そ の制度を硬直化 させ てい った。 同時に,
多 くの ソビエ ト会計人の イニシアテ ィブも急速 に滅退 してい った。
ωB;A.Ma3n・P・B・Z・T・puHpa3B・ ・Tu・6y・ra・Tep・K・r・y・eTaBCCCP(1917-1972rr.〉,19
72,c.96.
{2).D・T・Bailey・The.accountingprofessioninRussia,《Accountancy》,March,1977,P.70.
'(3)CAUreHK・B.ByxranTepcK・tiygeTB叩・M棚 岬H・cTu,1961,c、12・
(4)B.A.」Ma3AopoB,TaM>Ke,c.126.
(5)C・XU3P・v・neBH・・K・cT・P・・A…Te・bH・・T・cgeTH・n・6・lecTBeHH・cTuB・n・pycc・H,
《By・ranTepcK・nygeT》,・1975,N・.6,c.36.C.X.M3pau・eBva9,0nH・H3nepBhlx・6田ecTB・
emHHxopraHH3auH力pa60THuKoByqeTa・《ByxranTepcKHrtyyeT>>,1977,No・5,c・68・な お,
BOCCyは 「社 会 主 義 会 計 全 ソ連 邦 協 会 」(BoecoK)3Hoeo6rllecTBocoUHanMcTnyecKoroygeTa,
略 し てBocy)と も い わ れ て い る。
(6)B.A.Ma3AOPOB,TaM}xe,c.124.
{7)D・T.Ba三ley,op.cit.,<<Accountancy》,March,19?7,P.72.
{8)C・A・坦eHKoB,CHcTeMacyeTOBH6yxra刀TepcKH鼓6anaHcnpeAnpuATuSt,1973,c三16.
.{9)B.A.Ma3AopoB,TaM》Ke,c.132.そし て そ の 後,ソ 連 で は,ア メ リカ の 標 準 原 価 制 度 の うち
か ら差 異 算 定 の 会 計 思 考 の み を 借 用 し て,標 準 原 価 と異 な る 社 会 主 義 経 済 に 適 合 した 新 し い ノル
マ 会 計 を 独 自に 開 発 し て い っ た の で あ る。 こ の 点 に つ い て は,S.K.rvanbAe,M3HCTOPHHC6aH・
oB力eHmacoBeTcKoroHopMaTuBHoroyqeTa,《6yxranTepcKHBygeT》,1977,No.6,c.24-30.
男・BLCoKonoB,ByxranTepcKutiYqeTB皿epBo□nflTHneTKe,《SyxranTepcKM藪yqeT》,1979,
No.6,c.9.拙稿,ソ ビエ ト ノル マ 会 計 形 成 史 の 一 断 章,「 経 理 知 識 」,59号を 参 照 。
Oe)「社 会 主 義 会 計 の た め に 」 誌 は,1930年 に は2万 部,1932年に は3万6400部 を 発 行 し て い た 。
(兄・B・COKoAoB,5yxranTepcKafinepHo丑ugecKasnegaTb3aroANCoBeTcKoftBnaCTH,《By・
xraATepCKHnygeT>>,1977,No・12,C.55・)・
QDC.X.M3paHneBHg,TaM)Ke,<<6yXranTepcKH酋ygeT》,1975,No.6,c.36,
⑫ 拙 稿,ロ シ ア 会 計 か ら ソ ビエ ト会 計 へ,「 明 大 商 学 論 叢 」,60巻4号,85頁 。
(13)B.A.Ma3flOPOB,TaM》Ke,c,121.
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a451.B.CokonoB,'TaM)Ke,《ByxranTepeKHAy鴫丁》,1977,No・12,c・56・
㈱ 「会 計 」 誌 は 現 在 に い た る ま で ソ連 邦 財 務 省 か ら 発 行 され て い る 。 た だ,第 二 次 世 界 大 戦 中 は
発 行 を 中 断 し た が,1946年に は 再 刊 し た 。 発 行 部 数 は,1937年の1万 部 か ら,1953年初 め の3万
部,3年 後 の5万 部,1960年 代 初 期 の7万 部,1966年 の8万1000部,1973年 の13万 部,1977
年 の15万3000部 へ と増 加 し て い る 。(H.P.Be顛MaH,OTIOOOOno1530009K3eMnnHpoB》Ky・
pHanae)KeMecflyHo,《5yxranTepcKHnygeT)〉,1977,No.12,c.51-52.).
⑯A.B.HuκonbcKWh,6yXranTepcKHilygeTHanpeAnpvafiTHH8BoeHHHero以u,<<ByxranTe・
p壱KU口yqeT》,1975,No.5,c.1?.
OTB.AMa3AopoB,TaM》Ke,c.156.
V・ 経済改革後のHTOの 活躍
歴史は さかのぼ るが,1930年代に統一国民経済計算制度が形成 され て い く
過程において,会 計教育制度が徐 々に完備 され ていった。例 えば,こ の時期に
は,プ レハー ノブ国民経済モス ク ワ単科大学,モ スク ワ工業経済単科大学,レ
ニングラー ド財政 単科大学,国 民経済計算単科大学,モ スク ワ信用経済単科大
学,全 ソ連邦財政経済通信単科大学 等で,会 計幹部の養成 がなされたω。 そし
て,こ れ らの会計幹部は統一 会計制度の確立 に協力 してい ったのである。
戦 後になってか らも,会 計幹 部の養成は絶 えまな くお こなわれ ていった。
会計経営学部 が,ロ ス トフ,カ ザ ン,イ ル クー ツク,キ エ フ,タ シケソ トの
財政経済単科大学に設置 され,オ デ ッサには信用経済単科大学が新設 された。
会計の通信教育 も,全 ソ連 邦財政経済通信単科大学,全 ソ連邦 ソビエ ト商業通
信 単科大学,モ ス ク ワ統 計通 信単科大学にお いて開始され た切。
1970～1971学年度を例に とると,会 計幹部の養成 は,16の総合大学t'30の
経済大学,11の技 術大学,49の 農業大学 とい う106の高等教育機 関でお こな
われ ていた。 これ らop機関 で約8万 人の会計専攻学生が研 究 し,1969年度に
は1万2400人,1970年度 には1万5000人が卒業 した(3}。
将来会計教師 とな る大学院 生に も注意が払われた。1970年には大学 院 生 は
350人以上 で,卒 業後,60の高等教育機 関で活躍 した(4)。
経済単科大学や学部 では,会 計学教授が活躍 した。1960年には12人 の教授
と博 士,135人の助教授 と博 士候補がいたが,1970年には30人 と330人にそ
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れそれ増加 した軌
中等職業学校で も,中 等教育 としての会計教育がお こなわれ た⑥。
会計担 当者の資格向上のため の活動は,戦 前か ら今 目まで一貫 してお こなわ
れ た。
1936年のBoccyの解散後,会 計担 当者 の資格 向上 のための活動 は 「ソ連邦
中央統計 局幹部養成局」(ynKqcyCCCP)に引継 がれ,以後,そ の活動はynK
耳cyを中心に して今 日にいた ってい る(7)。ynKHcyは資格 向上 のための教育
網 を組織 し,こ の学習研究会に会計担 当者は企業か ら参加 した。YHKucyの
教育に参加 した人 数は,1966～1970年間で77万7000人であ った。1970年の
1年間では18万2500人が学習を うけ,そ の うち16万2000人が修了 した。卒
業生の内訳は,6万 人が工業,5万3000人が農業,1万2000人が予算機関 の
それ ぞれ の会計担当者 であ った。 また,卒 業生の うち2万1000人は機械化会
計に携わ ることになった(8}。
こ うして,文 盲 もすでにな くな って勤労者 のなかか ら会計担 当者が続 出し,・
整 備された会計教育に よって多 くの ソビエ ト会計人が輩 出され て きたのであ る。
が,そ のなかで企業 の会計責任者 の国家統制者 としての地位は,さ きの1932
年規程に代 るもの としての1947年9月17日付の政府 決定 「国営,協 同組合,
公共 の施設,組 織 および企 業の会計責 任者に関す る規程」に よっで9),一層強
固に な り,さ らに 同規程 を改正 した1964年11月6日付 の政府決定 の会計責任
者規程に よってGO),会計責任者の権 限は一段 と拡大 してい った。
だが他方では,多 くの ソビエ ト会計人の状態 には戦後20年 間大 きな変 化 は
な く,依 然 として会計人 の イニシアテ ィブは発揮 され る ことはなか った。
ところが,1965年9月以降開始 され た経済改革は事態 を変えて きた。 あ る
程度の分権化に よる企業 の 自主性 の拡大の もとで,利 潤,価 格,原 価,利 子 と
い った経 済的 テ コを活用 し,企 業従業 員の物質的刺激を利用 した新 しい経済 の
計画化 と企業管理制度へ の移行は,必 然的に,会 計への関心を これ までにな く
高めた。 それは新 しい管理制度にはそれに見合 った新 しい会計 制度を必要 とす
るか らである。 ここに,多 くの会計人 の もつ専門的知識め活用 とイニシアティ
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ブの発揮が必要 となってきた。
こ うした歴 史的背景 の もとで,経 済改革実施後,ソ ビエ ト会計人は 「科学技
術協会」(HayqHo・TexHMuecκeeo6mecTBo,略してHTO)に結集 し,専 門的活動を
再 開 した。 このHTOは,「ソ連 におけ る経済機構を改善す る重要な方向の一つ
は,生 産管理へ の勤労者の広範 な参加であ る。経 済管理を改善す るには,そ の
ソ連邦ベロロシア共和国における会計人の組織
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民主主義 の基礎を一層発展 させ ることな しには考え られない。……生産管理へ
の勤労者 の参加は,経 済計算 と報告 書の資料で もって生産経済 を分析で きる能
力を前提 とす る。 その技術的改善にむけ て,HTOは 生産管理へ勤労者 を参 画
させ て党 と労組の指導の もとで重要な役割を果す」仰,も のとして設置 された。
ここで.HTOが もっとも進 んでい るベ ロロシア共和国に例を とって そ の 活
躍 をみてみ よ う。ベ ロロシア共和 国では,会 計 の諸問題 を解決す るにあた って
多 くの会 計担 当者の積極的な参画 と創造的 イニシアテ ィブを重視 して,1968年
末に図にみ られ るよ うな組織か らな るHTOが 結 成 され たam。HTOの活 動 は
HTOべPtItシア会 議で承認 された規程に よって展開 され るが,規 程に よると,
会計,機 械化会計,経 済分析等の全専 門分野に携わ ってい るすべ ての会計人 と
以前会計に携わ っていた人 々とをHTOの もとに結集 し,各 セ クターはつ ぎの
活動 をお こな うと規定 した。一つは,会 計 の改善 と改革 を援助す ることであ り,
二つは,企 業 と組織 で会 計 ・計算業 務の機械化を促進す ることであ り,三 つは,
企業 と組織 の経済活動 へ会計担当者を積極的に参加 させ,そ れに もとついて経
済 分析 をお こな うことであ るとし,そ して,こ れ らの課題を遂行す るために,
一つは,会 計上 の経験 を交流す るための講演会,講 義,ゼ ミナール,コ ソ クー
ル,見 学等をお こない,二 つは,会 計担当者 の資格 向上をめ ざすための協議会,
会議,コ ン クール,政 策立案等をお こな うとした個。
1970年9月1日の時点で,ベ ロロシア共和国 では,4000人以上 の会計人を
統合 した約400のHTOセ クターが組織 され,そ のなかには,共 和 国の中央 の
HTOベロPシ ア会議 のセ クター,各 経済 セ クター のた め のHTO局 の11の セ
クタrHTO地 域 会議の11のセ クター,企 業,組 織,施 設にあ るHTO基礎単
位 の377のセ クターがそれ ぞれで きた00。以下,HTO結 成か ら約2年 間におけ
るベ ロロシア共和 国のHTOの 具体 的な活躍を少 し立 ち入 ってみ てみ よ う。
1969年には,ミ ンス クの会計人 ・経済人 のために会計 と経済分析 の二 つ の
ゼ ミナールを開催した。一つは200人か らな る工業 の従業 員の グルー プのため
のゼ ミナールであ り,も う一つ は40人からなる自動 車運送業の従業 員の グル
ー プのためのゼ ミナールであ って,こ れ らのゼ ミナールは,ベ ロロシア共和国
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ゴス プランの科学 ・技術情報 と技術:経 済調査 研究所 の協 力を得 て2年 間継続
した⑮。
1969年12月には,「会計」誌の編者の一 人であ るA.va.スム ッオ フを ミンス
クに招いて,「会計」 誌読者の会議が開催 された㈹。
1970年1月には 「経済改革」 のテーマで,同 年3月 には 「工場 内独立採算
制」のテーマで,そ れ ぞれ ミンスクにて講 演会が開催 され た⑰。
1970年4月には,ミ ンス クで レー ニン生誕100年を記念 した集会が もたれ,
多 くの講演 と偉大 な指導者の生涯の映 画を上映 した醐。
1970年5月には,ミ ン スク地域 ¢)会計担当者にむけて,ベ ロロシ ア国民経
済 研究所 の科学者 と会計実務家 の協 力を得 て,「技 術進歩 の水 平線一 生産へ
の電算機 の導入につい て」 のテーマの放送 を開始 した。 この放送 では ミンス ク
・の トラクター工場 の計 算セソ ターの活 動 も紹 介 された⑲。
1970年9月には,講 演委員会 を中心に して会計担 当者のため の講 演 会 が 組
織 され た。'講演会は,ベ ロロシア共和 国財務省 と国民経済研究所の科学者を講
師に招いて,経 済改革,会 計 と経済分析,会 計の機械化等を テーマに して,首
都 ミシス クをはじめ とす る共和 国の各都市で70回 以上 にわ た って 開 催 され,
1約6000人の人 々を集めた⑳。
同じ1970年9月には,会 計 と経済分析,会 計 の機械化等を改善す るため の
多 くの会計担当者か らの新 しい創造的 な提案 につ いての コン クールを開催 し,
、多 くの提案のなかか ら69の提案が審査委員に よって認め られ,採 用 され る こ
とに なったeD。
また,1年 の うちHTOベ ロロシア会議は9回 開かれ,50項 目の会計 問題 を
討議 し,同 じ1年 の うちHTOベ ロロシア会 議幹部会 は6回 開 かれ,30項 目の
会計問題 を討 議した㎝。
さらに,べPtPtシア共和 国のHTO代 表団は,ウ クライナ共和 国の首 都キエ
フで,1969年U月 に開催 された 「経営 内独 立採 算制 の広範 な導入 の手段 とし
ての経済分析 と経営 計算」 の全 ソ連邦協議会 に,同 年12月 に開催 され た 「自
動 車運送 におけ る会計 と経済分析の改善」 のゼ,ミナールに,経 験の交流 を 目的
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に してそれぞれ参加 した倒。
さらに また,「 科学 的労働組織」(HOT)を会計へ導入確立 させ るための諸問
題 を研 究す る特別委員会 を,ベ ロロシア共和 国のHTO内 に設置 した⑳。
以上 が1968年末 か ら70年末 までのベ ロロシア共 和 国 に おけ るHTOの 活躍
であ るが,そ の後,「 会計」誌 ど 「コルホーズとソフホーズにおけ る会計 と財
務」誌(現在の 「農業企業における計画化と会計」誌)の二つ の雑誌 の特派員の通 信
支部がHTO内に設置 された り,功労のあ った経済人や会計担 当者に 「ペ ロロシ
ア共和国 名誉経済人」 の称号を与 え ることな どを決定した りした⑳。 だが,そ
の後の活躍 で とくに注 目すべ き点は経済分析の活動が重視 されて きた ことであ
ろ う。 「報告の総 括をのせ ない,… …行動の正否の監督を しない,各 機 関の経
済活動の まじめな分析を しない,ま た有能であれ,無 能であれ機関,人 物,活
動方式等 々のまじめな批判をや らない…・・づ伽 よ うな経営管理を してはな らな
い ことが強調 され て,1974年7月1日時点で,HTO局の もとに15,HTO地域
会議の もとに6,HTO基 礎単位の もとに2941の会計 と経済分析 のセ クタ 一ーを
それぞれ設 置 し,全 会計担 当者の約70%に相 当す る2万5000人以上 の人 々を
各 セ クターに結集 させたのである⑳。
これ までみて きたベ ロロシア共和 国のHTOの 活躍は,ウ ク ライナ共和 国を
初め とす る他の共和国に も大 きな影 響を与え㈱,各 共和 国に お い て もHTOが
結成 され てい った。 そして,1975年初めには,ソ 連全体では,700万人の会計
人 を総合 した10万8000以上 のHTO基 礎単位が形成 された。 また・5万1000
の工業,建 設お よび運輸 の企業では,企 業 の生産 ・技術会議 の機能 をHTO基
礎単位に移行 させた㈱。
そ して,各 共和国 のHTO代 表の会議であ るHTO全 ソ連邦会議が,1975年
4月(2～5日)に,モス クワの同盟 の家10月大広間で開催された。 企業の経済
分析,会 計監査,会 計教育等 の分野 からの代表が,総 会に542人,部 会に674
人それぞれ参加 し,経 営管理 と計画化の効率を高めるための会計 の改善策,コ
ン ピュー タに よる会計情報の処理等を討議 した。 また,会 議は今後の会 計の改
善にむけ ての巨歩であ ると意義づけ られた⑳。 それは会計の価値を国家的権威
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に よって劇的 に再評価 した ものであ った。
HTO全ソ連邦会議 の開催後 も,HTOの 活動は一層展 開され て現在 まで続 い
てい る。1981年初めには,ソ 連全体では,12万2000以上 のHTO基 礎単位が
形成 され,6万 の工業,建 設お よび運輸 の企業におけ るHTO基 礎単位には、10
00万の人 々が働いてお り,ま た,1980年の1年 間 だけでHTOの 活動 として,
20万1000回以上 の科学技術の代表者会議 と協議会が開かれた り,約7万6000
回の コンクール も開催 され て72万2300の新 ししい提案がだ され,そ の うち10
.万9000の提案が入選 しているtlD。さらに,近 年のHTOの 活躍 のなかでは,さ
きにみたベ ロロシア共和国の場合 と同様に,経 済分析 の活動が きわめて重視 さ
れ てきてお り,1981年には ソ連全体で,HTOの9万2000の 「経活分析の社会
的 ビ ュー ロー」(06ZaecTBeHHoe6roPogxoHoMvauecKoroaHanH3a,略してOBgA)
に約75万人 の経済人,会 計担 当者,技 師,技 手,労 働者等を統合 し,1980年
の1年 間だけで20万6000以上 の経済的効率 を高め る仕事を しているea。そ し
・て,1970年代におけ る経済分析の一定 の経験の蓄積を基礎iにして,80年 代に
おけ る経済 分析 の新 しい課題にHTOは 積極的な役割を果そ うとしているCO。
HTOの活動が展 開されてい く過程において,同 時に,資本主義会計経験 の批
半‖的摂取 も始 ま った。 アメ リカ工業で採用 され てい る会計技術につい ての討論
会では,参 加者は資本主義会計のつ ぎの事柄 に多 くの関心 を もった ことを,「会
計」 誌はあ きらかに したmo。注 目を集めた事柄 とは,1.会 計制度 と結合 した標
準原価 計算 の利用,2.直 接原価 計算,3.操 業度 と原価 との相互関連,4.リ
ニヤ ・プログラ ミン グ,5.固定費 と変動費の分類,6.損益分岐点図表,7.責
任制 と対応 した原価設定,8.コ ス ト・センターの利用,9.原 価差異 の許容 限
度,1{}.差異分析の利用,11.製造原価 の設定 と標準修正のための グラフと数
学 の利用,12.諸 勘定か ら得 られ る設備投資のための情 報,13.stand・bypr・
oductioncapacity,14.makeorbuydecisions等であ った。参加者 の一人C
孔 シ ュルマ ンは,「ソ連 におけ る会 計を一層改善 させ るためには外国の経験を
研 究す ることが非 常に重要 であ る」㈱ と発言 し,H.B,デム ビンスキーも,「社
会主義 の もとで利用 できる意義あ るj㈱会 計技術が存在 してい ると発言した。
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また,9.K.ギルデエは,「会計」誌上 の 「経済人 ・会計人の養成 について」
の論文 で,「会 計の研究が現行制度の法規や規則に もっぱらむけ られ て い る」㎝
現在の会 計教育 のヵ リキ ュラムを批判 し,「教科書には会計 の個 々の原則 的 問
題 について多様 な見解 を提供す る必要があ る」asとし,技 術教科に,mathe血a・
ticalmethods,model-building,casestudytechni叩esを設け るこ とを主張 し
た。 さらにまた,H.P.ヴェイ ツマン も,「会計」誌上の 「会計人 の高等教育に
ついて」 の論文 で,高 等教育を うけた将 来 の会計人は,「 外 国の会計実務で利
用 で き得 る若干 の部分の批 判的応用を 目的 として,自 国 と他国の経済制度の会
計の特徴に精通 しなけれ ばな らない」悶,と 強調 した。
こ うして,か つ ての よ うな ソビエ ト会計 の鎖国状態は徐 々に脱去 しつつあ る
のであ る。
経済改革は計画 の意思決定を個 々の企業に若干委譲 した。 このため,企 業の
多 くの会計担 当者は,上 級管轄機 関に よって規定 された所与 の会計処理 と手続
をお こな うたんなる執行者 ではす まされ な くな って きた。会計担 当者は,企 業
の会計責任者の指導の もとで,自 己の企 業活動 の実績 を経済分析 してどこに経
営活動 の欠陥があ るかをあ きらかに して,そ れ を基礎に今後の経営管理に役立
つ計画を策定 していかねば ならな くな りつつあ る。 ここに,新 しい管理制度に
見合 う新 しい会計制度の形成に,多 くの ソビエ ト会計人が主体的 に参加できる
可能性が生 まれつつあ るのである。
経済改革はい まなお試行錯誤をた ど りなが ら進行 中であ るが,こ の過程 で多
くの ソビエ ト会計人がなすべ き ことは,な に よ りもつ ぎの ことであろ う。 まず,
人民 のた えず増 進 してい く物質的お よび文化的な諸欲望をみたす社会主義経 済
の発展に役立つ よ り先進 的な会 計を,時 には諸外 国の経験を も批 判的に摂取 し
て,不 断に開発す ることであ り,つ ぎに,発 達 した会 計教育 の普及を とお して
会計 に携わ る勤労者を大量に輩出 して,会 計人 の層をで きるだけ厚 くす ること
であ り,さ らに,多 くの勤 労者 を計画 の意思決定に参 画 させ ると同時に,こ の
意思決定 の効果を測定評価す る会計に多 くの勤労者を 自分たちの仕事 として主
体的 に参加 させてい き,多 くの人 々に とって経理 を理解 させ,興 味 と研究 の対
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象となるようにすることであろう。
これらのことは,会計が多数の労働者と対礁してごく限られた会計人によっ
ておこなわれるテクノクラシーの時代を終らせ,レーニンが強調した 「経理の
機能が,すべての人々によって順番に遂行され,つづいてそれが習慣となり,
最後に,人間め特殊な層の特殊な機能としてではなくなる」働 ことを∴ めざし
ているのである。これを達成したとき,会計は万人の利益に役立ち,会計は真
に全人民的な会計となる。
、 もっとも,全人民的な会計を実現させるためには,すべての情報を完全に開
示して,社会や企業の主人公としての人民が経済と経営の計画化と管理の主体
となり輻あらゆる問題を人民が自分で決裁できるような社会主義的民主主義の
、
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